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市
で
は
昨
年
の
8
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
に
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
、
そ
の
判
定
結
果
を
「
判
定
結
果
取
り
扱
い
要
領
」
に
基
づ
い

て
検
討
し
、
各
事
業
に
関
す
る
今
後
の
市
の
対
応
を
決
定
し
ま
し
た
。

事
業
仕
分
け
の
判
定
結
果
に
対
す
る

市
の
対
応
が
決
定
し
ま
し
た

　
事
業
（
担
当
部
署
）
ご
と
の
事
業

仕
分
け
の
判
定
結
果
と
、
そ
れ
に
対

す
る
今
後
の
市
の
対
応
は
次
の
と
お

り
で
す
。

「
現
行
ど
お
り
」
と
判

定
さ
れ
た
事
業

【
現
行
ど
お
り
実
施
】

●
A
L
T
招
致
・
配
置
事
業
（
学
校

教
育
課
）

●
桜
台
小
中
学
校
給
食
運
営
事
業

（
学
校
教
育
課
）

●
学
校
安
全
対
策
事
業（
学
校
教
育
課
）

【
見
直
し
内
容
を
平
成
25
年
度
事
業

計
画
に
反
映
】

●
入
札
契
約
事
業
（
管
財
契
約
課
）

●
交
通
安
全
対
策
事
業（
市
民
安
全
課
）

【
見
直
し
内
容
を
平
成
25
年
度
予

算
・
事
業
計
画
に
反
映
】

●
補
助
教
員
配
置
事
業
（
学
校
教
育

課
）

●
保
健
福
祉
相
談
事
業
（
保
健
福
祉

相
談
室
）

「
要
改
善
」
と
判
定
さ
れ

た
事
業

【
見
直
し
内
容
を
平
成
25
年
度
事
業

計
画
に
反
映
】

●
環
境
美
化
推
進
事
業
（
環
境
課
）

※
一
部
事
業
は
継
続
す
る
。

●
人
材
育
成
推
進
事
業
（
総
務
課
）

●
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
（
生
涯

学
習
課
）

※
学
校
プ
ー
ル
開
放
は
現
行
ど
お
り

実
施
す
る
。

●
市
民
プ
ー
ル
管
理
運
営
事
業
（
生

涯
学
習
課
）

●
放
置
自
転
車
対
策
事
業
（
市
民
安

全
課
）

●
上
水
道
経
営
の
安
定
化
事
業
〈
中

期
経
営
計
画
〉   

（
上
下
水
道
課
）

●
白
井
市
民
大
学
校
事
業
（
生
涯
学

習
課
）

●
都
市
公
園
等
維
持
管
理
事
業
（
都

市
計
画
課
）

※
借
地
公
園
は
現
行
ど
お
り
実
施
す

る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
・
管
理

事
業
（
市
民
活
動
支
援
課
）

【
見
直
し
内
容
を
平
成
25
年
度
予

算
・
事
業
計
画
に
反
映
】

●
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
（
環
境
課
）

●
一
時
保
育
事
業
（
児
童
家
庭
課
）

●
合
併
浄
化
槽
等
設
置
促
進
事
業

（
上
下
水
道
課
）

●
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
提
供

事
業
（
企
画
政
策
課
）

●
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
文
化
課
）

●
地
域
防
災
計
画
推
進
事
業
（
市
民

安
全
課
）

●
〈
模
擬
〉
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
（
児
童
家
庭
課
）

【
関
係
機
関
な
ど
と
の
調
整
・
協
議

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
平
成
25
年

度
中
に
協
議
を
行
い
、
平
成
26
年
度

予
算
・
事
業
計
画
か
ら
反
映
】

●
公
民
セ
ン
タ
ー
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
管
理
運
営
事
業
（
商
工
振
興
課
）

●
市
民
文
化
祭
開
催
事
業
（
文
化
課
）

※
一
部
は
平
成
25
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
る
。

【
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
伴
う
影
響
・

効
果
・
必
要
性
な
ど
の
検
討
に
時
間

を
要
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
中
に

市
の
対
応
を
決
定
】

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
（
高
齢
者
福
祉
課
）

●
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

連
携
事
業
（
社
会
福
祉
課
）

【
見
直
し
不
可
（
例
外
措
置
）】

●
雇
用
・
労
働
支
援
事
業
（
商
工
振

興
課
）

「
必
要
性
の
再
検
討
」
と

判
定
さ
れ
た
事
業

【
平
成
25
年
度
予
算
・
事
業
計
画
に

反
映
】

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
（
児
童
家
庭
課
）

【
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
伴
う
影
響
・

効
果
・
必
要
性
な
ど
の
検
討
に
時
間

を
要
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
中
に

市
の
対
応
を
決
定
】

●
ふ
る
さ
と
産
品
推
進
事
業
（
商
工

振
興
課
）

●
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
事
業
（
高
齢
者
福
祉
課
）

「
国
・
県
・
広
域
で
実

施
す
べ
き
」
と
判
定
さ

れ
た
事
業

【
見
直
し
不
可
（
例
外
措
置
）】

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
運
営
事
業

（
文
化
課
）

※
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
改
善
を
行

い
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
に
反
映

さ
せ
る
。

「
不
要
」
と
判
定
さ
れ

た
事
業

【
廃
止
せ
ず
（
例
外
措
置
）】

●
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業
（
建
築

指
導
課
）

※
積
極
的
に
耐
震
化
の
普
及
啓
発
を

行
い
、
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
で
き
ま
す

　
各
事
業
に
関
す
る
具
体
的
な
見
直

し
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
事
業
仕
分
け
は
、
平
成
25
年
度
も

引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳

し
い
日
程
な
ど
は
決
ま
り
次
第
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班
　
内

線
3
3
8
1

差し押さえ不動産の公売を行います
　市では、市税の滞納により市が差し押さえた不動産（土地およ
び建物）を入札により売却します。
　詳細は収税課にある「不動産公売のお知らせ」か市ホームペー
ジで確認することができます。

【売却物件】
地番　富塚字阿羅久尻776番7
土地面積　165.29平方㍍
地目　宅地
都市計画　市街化調整区域
建ぺい率　60㌫
容積率　200㌫
建物の種類　店舗居宅
建物面積　1階　52.99平方㍍
　2階　39.74平方㍍
建物の構造　木造瓦ぶき2階建て
建物築年月　昭和60年8月

【公売日程など】
公売期日　3月5日㈫　午前10時～
※売却決定日は3月12日㈫です。
場所　市役所3階第2会議室
対象　公売保証金（見積価格の10分の1の金額）を納付できる人
※公売対象財産の所有者などは除きます。
■問　収税課収税班　内線3121 ～ 5

売却物件

2日間にわたって 2つの会場で開催した事業仕分け

市税の納付は便利な口座振り替えで
　市税の納付でこの制度を利用すると、指定された預金口座から自動的に
引き落とされるので、納め忘れがありません。
　口座振り替え日に残高不足などにならないよう、口座振り替え日の前日
までに入金をお願いします。
※全納納付の人で第1期に引き落とされなかった人は、その年に限りそれ
以降は期別での引き落としとなります。
　申込用紙は、市内の金融機関およびゆうちょ銀行（郵便局）の窓口にあ
ります。市外の金融機関で申し込む場合は、収税課へ連絡してください。
※納期限の2カ月前までに申し込んでください。

【口座振替可能な市税】
　市・県民税（普通徴収分）、軽自動車税、固定資産・都市計画税
※随時期課税分は、利用できません。

【引き落されないときは】
　残高不足などの理由で口座振替日に引き落されなかった人へは「口座振
替不能通知兼督促状」を郵送しますので、この通知で近くの金融機関やコ
ンビニエンスストアなどで納付してください。
■問　収税課収税班　内線3124、市内各金融機関



2013.2.15 2

消

防

出

初

式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

Q
　
年
金
を
取
り
扱
う
業
者
か
ら

「
現
在
住
ん
で
い
る
持
ち
家
を
担
保

に
す
れ
ば
、
年
金
を
支
給
す
る
。
家

に
は
ず
っ
と
住
め
る
し
、
死
亡
後
に

は
土
地
や
家
の
名
義
を
こ
ち
ら
で
変

更
す
る
」
と
誘
わ
れ
た
。
一
人
暮
ら

し
な
の
で
自
分
が
死
亡
し
た
後
に
家

を
処
分
さ
れ
る
の
は
構
わ
な
い
し
、

以
前
新
聞
で
そ
の
よ
う
な
制
度
が
あ

る
と
読
ん
だ
覚
え
が
あ
る
が
、
心
配

な
の
で
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
60
代
・
女
性
）

A
　
高
齢
者
が
自
宅
に
住
み
な
が
ら
、

そ
の
持
ち
家
を
担
保
に
し
て
金
融
機

関
や
行
政
機
関
な
ど
か
ら
生
活
資
金

を
借
り
、
自
分
が
死
亡
し
た
場
合
や

契
約
が
終
了
し
た
際
に
そ
の
持
ち
家

を
売
却
ま
た
は
処
分
す
る
な
ど
し
て
、

借
入
金
や
利
息
を
一
括
返
済
す
る
制

度
を
「
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
契
約
の
満
期

業
者
か
ら
「
自
宅
を
担
保
に
し
て
年

金
を
受
け
取
れ
る
」
と
誘
わ
れ
た

を
超
え
て
本
人
が
生
存
し
て
い
る
場

合
は
、
契
約
終
了
時
に
借
入
残
高
を

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

本
質
は
通
常
の
借
金
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
持
ち
家
の
自
宅
を
売
却
ま

た
は
処
分
す
る
時
点
で
の
価
値
が
借

入
残
高
を
下
回
る
、
い
わ
ゆ
る
「
担

保
割
れ
」
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
年
金
に
関
す
る

業
者
と
名
乗
る
民
間
会
社
か
ら
の
勧

誘
で
あ
る
た
め
、
担
保
型
の
「
リ
バ

ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」
に
似
せ
た
内

容
の
商
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
商
法
は
、
契
約
の
内
容
が
実
際

に
は
不
動
産
の
売
買
契
約
で
あ
る
場

合
が
あ
り
「
自
宅
を
担
保
に
し
て
年

金
が
も
ら
え
る
」
と
巧
み
に
誘
い
、

実
際
は
担
保
で
は
な
く
持
ち
家
や
土

地
を
買
い
取
っ
て
し
ま
う
と
い
う
内

容
で
す
。
も
し
契
約
す
る
と
所
有
権

が
移
転
し
て
し
ま
う
た
め
、
突
然
立

ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
り
年
金
も
払
わ

れ
な
か
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
契
約
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
「
お

か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
163

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

消

防

出

初

式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

　
市
で
は
、
新
春
恒
例
の
「
消
防
出

初
式
」
を
1
月
20
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
会
場
を
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
な
ど
に
変
更
し
、
消
防
団
員
や
消

防
職
員
合
計
3
5
4
人
が
参
加
し
て

市
長
に
よ
る
式
辞
や
消
防
団
長
の
訓

示
、
車
両
の
分
列
行
進
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
尽

力
し
た
消
防
団
員
・
職
員
が
表
彰
を

受
け
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
表
彰

【
功
労
章
】

山
﨑
喜
志
（
本
部
分
団
長
）

武
藤
孝
行
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

五
十
嵐
政
和（
第
一
分
団
谷
田
部
団
員
）

櫻
井
孝
至
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
）

【
精
勤
章
】

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
二
部
班
長
）

今
井
正
和
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

今
井
充
陽
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

平
川
正
之（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

石
井
豊（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

平
川
和
夫
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

【
精
勤
章
】

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

山
口
賢
（
第
三
分
団
河
原
子
部
班
長
）

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

武
藤
樹
幸
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

中
根
秀
一
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

◆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

中
村
強
司
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
真
秀
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

鈴
木
照
実
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

小
松
憲
明
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

福
田
健
夫（
第
三
分
団
平
塚
東
部
部
長
）

大
伯
誠
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防

司
令
補
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

海
老
原
正
人
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
部
長
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

【
勤
続
章
】

井
手
久
就
（
第
三
分
団
清
戸
部
部
長
）

梶
原
和
弘（
第
三
分
団
小
名
内
部
部
長
）

井
上
志
郎
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

長
谷
川
則
夫（
第
二
分
団
冨
士
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

中
嶋
智
彦
（
第
二
分
団
七
次
部
部
長
）

桑
島
正
浩
（
第
二
分
団
七
次
部
班
長
）

冨
澤
正
宏（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

大
塚
昌
弘
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

武
藤
正
典
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

齊
藤
勝（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

板
橋
忍
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

秋
谷
由
至
（
第
三
分
団
名
内
部
団
員
）

秋
本
孝
一
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

寺
田
忠
雄
（
第
三
分
団
富
塚
部
団
員
）

◆
白
井
市
長
表
彰

成
毛
大
輔（
第
一
分
団
神
々
廻
部
団
員
）

松
田
浩
明
（
第
一
分
団
白
井
部
部
長
）

押
田
幸
雄
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

石
井
雄
宇
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

平
川
真
弘
（
第
二
分
団
七
次
部
団
員
）

川
上
孝
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
団
員
）

根
本
泰
之
（
第
二
分
団
木
部
団
員
）

森
山
貴
之
（
第
二
分
団
富
塚
部
部
長
）

川
鍋
干
城
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

山
﨑
誠
（
第
三
分
団
名
内
部
班
長
）

今
井
剛
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

山
﨑
優
作（
第
三
分
団
平
塚
東
部
団
員
）

藤
枝
孝
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
団
員
）

市長から表彰を受ける消防団員

消防団員募集
　消防団は「自分たちのまちは自分たちで守
る」という郷土愛護の精神の下、地域防災の
要として災害から人命・財産を守り続けてき
た、歴史ある有償ボランティア団体です。
　消防団は、火災・地震・台風などの災害が
発生した場合に消防署と協力して迅速な消
火・救出活動を行い、また地域での火災予防
活動やそのための教育・訓練などを行ってい
ます。
　身分は非常勤特別職の公務員に該当し、火災などで出動した場合には
手当が支給され、5年以上勤務して退団した場合には退職報償金が支給
されます。
対象　市内在住・在勤か近隣に居住している18歳以上
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

◆
白
井
市
長
・
白
井
市
消
防
団
長
表
彰

第
三
分
団
平
塚
東
部

第
二
分
団
七
次
部

※
こ
の
表
彰
は
、
千
葉
県
消
防
協
会

印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
に
ポ
ン
プ

車
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3
・
6

交
通
指
導
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
交
通
指
導
員
は
、
児
童
・
生
徒
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
交
通
安

全
教
室
や
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を

実
施
し
、
ま
た
市
民
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
駅
前
広
場

や
交
差
点
な
ど
で
街
頭
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
は
現
在
24
人
（
男
性

16
人
、
女
性
8
人
）
が
市
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
と

連
携
し
て
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め

の
各
種
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
市
で
は
4
月
以
降
に
活
動
す
る
交

通
指
導
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

任
期
　
2
年

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で

交
通
安
全
に
対
し
て
の
意
識
・
識
見

が
あ
り
、
指
導
力
の
あ
る
人
　
6
人

報
酬
　
年
2
6
、  

0
0
0
円

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
2

環
境
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す

　
市
で
は
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る

基
本
的
事
項
や
重
要
事
項
に
つ
い
て

審
議
す
る
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上

　
5
人

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
3
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線

3
2
7
6
へ

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
減
量
や
適
正
な
処
理
方

法
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期
　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上
　
4
人

報
酬
　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
2
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
4
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
1
月
18
日
か
ら
25

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
の
結
果
、
全
て
の
品
目
に
お

い
て
放
射
性
物
質
は
「
検
出
せ
ず
」

で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
ハ
ク
サ
イ
、
レ
タ
ス
、

キ
ク
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

県
実
施
分

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
出
器
お
よ

び
検
査
容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の

諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

市
が
所
有
す
る
検
出
器
で
は
セ
シ
ウ

ム
1
3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
、
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で

す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座

　
学
校
や
家
庭
、
職
場
な
ど
で
周
囲

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際

に
、
断
り
た
い
の
に
断
れ
な
か
っ
た

り
批
判
さ
れ
る
と
傷
つ
い
て
何
も
言

え
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　  「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」
は
周
囲
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際

に
、
自
分
と
相
手
を
大
切
に
し
な
が

ら
誠
実
に
・
率
直
に
・
対
等
に
気
持

ち
や
考
え
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
で
す
。

　
今
回
は  「
断
る
」
と
「
批
判
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
行
う
の
で
、

聴
く
こ
と
の
大
切
さ
や
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
る
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
3
月
15
日
・
22
日
（
各
金
曜

日
、
全
2
回
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

　

脳
・
口
・
足
を
鍛
え

て
健
康
長
寿
〜
「
足
」

を
鍛
え
る
〜

◆
「
足
」
を
鍛
え
な
い
と
…
、
ど

う
な
る
?

　  「
足
」
を
鍛
え
る
。
こ
れ
は
運

動
の
総
称
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
代
表
が
「
歩
く
」
と
い

う
行
為
で
す
。
そ
し
て
、
体
を
動

か
す
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
も

「
歩
く
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
人
は
歩
け
な
く
な
る
と
急
激
に

体
が
弱
り
、
す
ぐ
に
車
椅
子
で
の

生
活
や
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
近
年
関
節
痛
や
リ

ウ
マ
チ
の
症
状
を
訴
え
る
人
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
患
者
は
2
、
5

0
0
万
人
と
も
3
、 

0
0
0
万
人

と
も
言
わ
れ
、
2
つ
の
病
は
今
や

国
民
病
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆
「
足
」
を
鍛
え
る
に
は

　
昨
年
6
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら

発
表
さ
れ
た
「
健
康
日
本
21
（
第

二
次
）  

」
で
は
、
65
歳
以
上
の
男

女
の
歩
行
数
が
現
状
で
1
日
平
均

5
、
0
0
0
歩
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
7
、
0
0
0
歩

ぐ
ら
い
に
目
標
値
を
上
げ
る
よ
う

推
奨
し
て
い
ま
す
。
既
に
述
べ
ま

し
た
が
、
体
を
動
か
す
た
め
に
は

ま
ず
普
段
か
ら
よ
く
歩
き
、
足
を

鍛
え
る
こ
と
を
心
掛
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
そ
う
し
な
い
と
年
齢

を
重
ね
る
ご
と
に
生
活
の
質
が
落

ち
、
快
適
な
生
活
が
送
れ
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
体
や
足
の
痛
み
な
ど
が
生

じ
る
と
、
す
ぐ
薬
に
頼
っ
て
し
ま

う
人
が
多
い
で
す
が
、
な
る
べ
く

い
ろ
い
ろ
な
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

を
す
る
こ
と
で
体
や
足
を
動
か
し
、

日
ご
ろ
か
ら
鍛
え
て
お
く
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
私
も
過
去
に
脊
せ
き
ち
ゅ
う柱

管か
ん
き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

狭
窄
症
の
た
め
、
1
0
0
㍍
ぐ

ら
い
歩
い
た
だ
け
で
腰
が
痛
く
な

り
、
途
中
で
休
憩
を
挟
ま
な
い
と

長
い
距
離
を
歩
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
自
分
で
こ
の
腰
痛
の
対
症

療
法
を
調
べ
、
完
治
に
は
手
術
か

日
ご
ろ
か
ら
の
ス
ト
レ
ッ
チ
し
か

無
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
私

は
毎
日
の
根
気
や
努
力
を
要
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
を
選
択
し
ま
し
た
。

そ
し
て
5
・
6
種
類
の
ス
ト
レ
ッ

チ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
実
践
し
た
と

こ
ろ
、
今
で
は
毎
日
1
万
歩
以
上

歩
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
運
動
を
数
日
欠
か
す
と
す
ぐ

に
腰
痛
が
顔
を
出
し
て
し
ま
う
の

で
、
今
で
は
毎
日
の
運
動
習
慣
の

中
に
ス
ト
レ
ッ
チ
が
欠
か
せ
な
い

必
須
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
薬
に
頼
ら
ず
、
な
る

べ
く
体
を
動
か
し
て
毎
日
の
規
則

的
な
健
康
習
慣
を
築
き
挙
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
　
N
P
O
法
人
全
日
本
健
康
倶

楽
部
／
白
井
・
健
康
「
元
気
村
」

蓮
井
☎
0
8
0
（
1
3
6
0
）
9

8
8
1

元
気
な
「
朗
人
」
に
な
る
た
め

に
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
4

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
が
決
定
し

ま
し
た

　
市
で
は
、
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な

相
談
支
援
の
窓
口
と
し
て
設
置
し
て

い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

皆
さ
ん
が
身
近
な
相
談
先
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
親
し
み
や
す
い
も
の

と
す
る
た
め
に
、
愛
称
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
40
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
愛
称
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
に
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
選
考

し
、
最
終
的
に
「
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
事
業
の

周
知
な
ど
に
関
す
る
印
刷
物
な
ど
で

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
記

載
を
す
る
際
に
愛
称
を
併
記
し
、
皆

さ
ん
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

選
考
理
由

　
次
の
と
お
り

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称

を
解
き
ほ
ぐ
し
た
も
の
で
あ
る
た
め

●
「
高
齢
者
に
役
に
立
つ
と
こ
ろ
」

　市では、下図の区間で
道路の舗装修繕工事を行
います。
　工事は午前9時から午
後5時まで行い、工事中
は交通誘導員を配置した
上で交通規制を行います。
期間　2月下旬～ 3月下
旬（工事日数は5日間程
度）
交通規制区間　■部分
（車両片側交互通行）
■問　道路課管理用地班
内線3215

動物病院

軽井沢公園

西白井
1丁目

↑ 

国
道
16号

舗装修繕工事を行います

国
道
4

6
4号 

↓

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か
り
や
す
く

表
現
し
て
い
る
た
め

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

介
護
保
険
認
定
調
査
員

を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
介
護
の
知
識
を
幅
広
く
持

ち
、
要
介
護
認
定
の
基
に
な
る
認
定

調
査
を
行
う
介
護
保
険
認
定
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
開
始
日

　
4
月
1
日
㈪

勤
務
日
時

　
毎
週
月
か
ら
金
曜
日
ま

で
（
祝
日
を
除
く
）
の
う
ち
の
2
か

ら
3
日

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

対
象
　
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
か

福
祉
分
野
に
関
す
る
国
家
資
格
を
有

す
る
普
通
運
転
免
許
保
持
者
　
若
干

名時
給
　
1
、3
0
0
円（
交
通
費
あ
り
）

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
2
月
28
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
直
接
高
齢
者
福
祉
課
介

護
保
険
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

へ

世界のダンス&フード・フェスティバル
　ヨーロッパや中南米、東南アジアやインドなど、さまざまな国の
スナックやケーキを味わいながら、オカリナ・トリオやスイング・ジャ
ズ・オーケストラの演奏、ハワイアン
やフラダンス、フラメンコやよさこい
ソーランなど、世界各地のダンスや音
楽を楽しみませんか。
日時　3月3日㈰　午前10時～午後4時
場所　保健福祉センター　
対象　市内在住・在勤一般
※国籍は問いません。
参加費　無料
※食事代などは別に掛かります。
■問　白井国際交流協会☎（497）3040、市企画政策課男女共同参画
室　内線3355

講
師

　
N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ち
ば
　
馬
渡
静
枝
さ

ん保
育
　
生
後
6
カ
月
〜
就
学
前
　
5

人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
14
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
　
内
線

3
3
5
4
・
5
へ

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
3
月
6

日
㈬
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

統
計
功
労
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た

　
統
計
調
査
に
尽
力
し
、
そ
の
業
績

が
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
皆
さ

サルサを踊る参加者の皆さん

ん
が
、
1
月
17
日
に
千
葉
市
中
央
区

の
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
統
計
功
労
者
表
彰
式
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
（
敬
称
略
）

臨時職員を募集します
　こども発達センターでは、言語
聴覚療法などの個別指導において
一緒に子育てを応援してくれる言
語聴覚士を募集します。
募集人員　言語聴覚士免許を取得
し、小児分野における勤務の経験
がある人　1人
勤務期間　4月2日㈫～
勤務日時　週1 ～ 3日（平日のみ）
午前8時30分～午後5時15分
時給　2,200円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、言語聴覚士免許証の写
しを添えて、2月28日㈭（必着）までに郵送か直接こども発達セ
ンター☎（497）3489へ

【
総
務
大
臣
表
彰
（
平
成
24
年
経
済

セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
調
査
員
）   

】

小
松
久
江
（
冨
士
）

【
千
葉
県
統
計
協
会
会
長
表
彰
】

古
田
茂
（
清
水
口
）

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
5
8
・
9

小松さん（右）と古田さん

白井国際交流協会とは
　白井国際交流協会では、市民の皆さんが外国人と交流を深め、
外国の文化や社会の習慣・環境を理解し、相互に尊重し合うこと
を学ぶことができる機会を提供しています。「世界のダンス&フー
ド・フェスティバル」のほかにも各国の大使による講演会やミニ
サッカー大会、日本人向けの英語やスペイン語などの語学講座や
外国人向けの日本語講座も開講しています。
■問　白井国際交流協会☎（497）3040

「こども発達センター」って?
　こども発達センターは「言葉が遅い」「落ち着きがない」「歩
くのが遅く動きがぎこちない」などの子を持つ保護者の皆さ
んの子育てを応援する施設です。必要に応じて面接（予約制）
や療育指導（個別・集団指導、小児神経科医による診察、各
専門職による発達評価）を行っているので、子どもの成長や
発達に心配のある人は気軽に問い合わせてください。
※療育指導は有料です。



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公  

0
歳
児
ザ
ウ
ル
ス

　
手
形
や
足
形
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
3
月
4
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
2
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　「
手
形
づ
く
り
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
3
月
5
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～

センターフェスティバル

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため
徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問い合わ
せてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合
があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

冨  冨士センターフェスティバル
日時　3月2日㈯・3日㈰　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり
※臨時駐車場を白井第三小学校に用意します。

公  公民センターフェスティバル
日時　3月2日㈯　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム　下表のとおり
※臨時駐車場を菊川工業㈱敷地内に用意します。

白
井
出
身
の
画
家
・

山
口
豊
専（
ほ
う
せ
ん
）

　
山
口
豊
専
は
本
名
を
山
口
専
之

助
と
い
い
、
明
治
24
年
（
1
8
9

1
）
に
白
井
村
白
井
で
7
人
兄
弟

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
雅
号
の
「
豊
専
」
は
、
13
歳
で

東
京
浅
草
の
絵
師
亀
山
豊ほ

う
き
つ橘
の
下

に
絵
を
習
い
に
奉
公
に
出
て
い
た

時
に
、師
の
「
豊
」
を
1
字
を
頂
き
、

そ
の
後
ろ
に
本
名
の
「
専
」
を
付

け
た
も
の
で
す
。

　
豊
専
は
3
年
後
、
亀
山
豊
橘
の

元
を
辞
し
て
、
南
画
家
中
山
愛
山

に
弟
子
入
り
を
し
、
本
格
的
に
南

画
や
墨
絵
を
習
得
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
兵
役
検
査
の
た
め

一
度
故
郷
の
白
井
へ
戻
り
ま
す
が
、

再
び
浅
草
に
出
て
当
時
の
読
売
、

国
民
、
毎
夕
な
ど
の
新
聞
に
風
刺

漫
画
や
随
筆
を
投
稿
し
た
り
、
絵

を
売
っ
た
り
し
て
生
計
を
立
て
て

い
ま
し
た
。

　
結
婚
後
は
神
田
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し

た
た
め
平
井
へ
転
居
し
、
さ
ら
に

第
二
次
大
戦
末
期
の
東
京
大
空
襲

で
も
被
災
し
た
た
め
松
戸
市
六
実

に
転
居
し
、
昭
和
62
年
（
1
9
8

7
）
1
月
に
95
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
翌
月
に
、
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
山
口
豊

専
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
展
示
会
は
豊
専
の
生
前
か
ら
企

画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や
む
な

く
遺
作
展
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
豊
専
の
人
柄
に
つ
い
て
は
「
ゼ

ニ
勘
定
と
肩
書
が
大
嫌
い
」
と
美

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

術
展
な
ど
に
は
出
品
せ
ず
、
ひ
た

す
ら
創
作
活
動
に
没
頭
し
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
あ
る
豊
専
の
作
品
と
し

て
は
秋
本
寺
に
身
延
山
参
拝
記
念

の
額
、
西
輪
寺
に
奉
納
額
、
佛
法

寺
に
奉
納
額
と
檀
家
の
家
紋
を
描

い
た
旧
本
堂
の
天
井
画
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
親
交
の
あ
っ
た

家
に
掛
け
軸
や
襖

ふ
す
ま
、
屏び

ょ
う
ぶ風
な
ど
の

作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
作
品
の
一
部
は
、
生
誕
1

0
0
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た

 

「
山
口
豊
専
画
集
」
に
収
録
・
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
専
は
民
俗
や
自
身
の
体
験
に

基
づ
く
風
景
も
描
き
ま
し
た
。
千

葉
日
報
な
ど
へ
の
連
載
を
ま
と
め

た
「
豊
専
漫
歩
」
に
は
、
古
き
良

き
時
代
の
風
俗
画
な
ど
が
温
か
み

の
あ
る
文
章
と
と
も
に
つ
づ
ら
れ
、

読
む
人
の
心
を
引
き
付
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
絵
画
の
ほ
か
に
俳
句
も

た
し
な
み
、六
実
で
「
松
東
俳
壇
」

を
結
成
し
て
創
作
活
動
や
後
進
の

指
導
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、
晩
年
に

は
「
む
つ
み
音
頭
」
を
作
詞
す
る

な
ど
、
画
家
以
外
に
も
文
化
振
興

の
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
紹
介
し
た
2
冊
の

本
は
市
立
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
晩年の山口豊専（「山
口豊専画集」より）

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時

　
3
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰
、
9

日
㈯
、
10
日
㈰
、
16
日
㈯
、
17
日
㈰
、

23
日
㈯
、
24
日
㈰
、
30
日
㈯

　
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
2
月
25
日
㈪
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

冨士センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示
2日㈯・
3日㈰

布絵、書道、ペン習字、写真、油絵、絵画、俳句、
親子・幼児自主サークルの作品（終日）

発表・体験

2日㈯
ジャズダンス（10：00 ～）、太極拳（11：05 ～）、ソー
ラン踊り（11：50 ～）、カラオケ・舞踊（12：30 ～）、
囲碁大会（終日）

3日㈰
大正琴（10：20 ～）、コーラス（10：30 ～）、24式太
極拳ほか（11：35 ～）、手遊びダンス（13：10 ～）、和
太鼓（14：30 ～）、カラオケ大会（終日）

模擬店・販売
2日㈯・
3日㈰

焼きそば、焼き鳥、綿あめ、キノコの混ぜご飯、
いなり寿司、豚汁、産地野菜、リサイクル品、手作
り品、バザー、布絵など（終日）

児童ルーム
2日㈯

手作り厚紙スタンプほか（9：30 ～）、みるく「親子で
遊びましょう」（11：00 ～）、紙飛行機（13：00 ～）、
ビンゴ大会（14：45 ～）

3日㈰ プラバン（9：30 ～）、ゲームコーナー（13：30 ～）

※ポップコーンの無料配布を午前10時から行います。

公民センターフェスティバル日程表
内容 プログラム

展示

フラワーアレンジメント、藍染・草木染作品、写真（白井の
自然と文化）、山野草（写真・押し花）、こけ玉、白井第二小
児童による絵画展示、編み物クラブ活動報告、公民センター
活動風景写真など

発表・
体験

【発表】太鼓演奏、人形劇、腹話術
【体験】自

じきょうじゅつ

彊術、ステンドグラス作成、ワイヤークラフト作成、
押し花キーホルダー・押し花額作成、プチフラワーアレンジ
メント、新聞コサージュ、ヨガ、太鼓

模擬店・
販売

藍染草木染作品、ステンドグラス作品、山野草（鉢植え・押
し花額・押し花キーホルダー）、花の寄せ植え、エコたわし、
クッキー、採れたて地元野菜、カレー、タンドリーチキン、
焼きそば、おにぎり、フライドチキン、手作りパン、ケーキ、
豚汁、ばらっぱまんじゅう、コーヒー、紅茶

児童館 お菓子つめ放題、お面づくり、輪投げ、コリントゲーム

冨  ファミリーサルサ講座

　サルサを通して、親
子の触れ合いを楽しみ
ませんか。
日 時　3月10日㈰　午
前10時30分～ 11時30分
対象　生後3カ月から1
歳6カ月までの子とそ
の保護者　20組（申し
込み順）
講師　全日本ダンス協会連合会認定ダンス教師
河村みわ子さん
持ち物　おんぶひも、室内履き
■申　2月28日㈭までに電話か直接冨士センターへ

公民センターフェスティバルの様子
冨士センターフェスティバルの様子
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福  

ひ
な
ま
つ
り

　
館
内
に
ひ
な
人
形
を
飾
り
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
菓
子
の
販
売
を
行
い

ま
す
。

日
時

　
3
月
1
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

正
午 趣

味
・
教
養
・
学
習

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
2
0
1
2
年
度
卒
業
記
念
コ
ン
サ

ー
ト

　
東
京
基
督
教
大
学
卒
業
予
定
者
に

よ
る
ピ
ア
ノ
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演

奏
な
ど
を
聴
き
に
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
15
日
㈮
　
午
後
7
時
〜
（
開

場
　
午
後
6
時
30
分
）　
場
所
　
東

京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
大
チ
ャ
ペ
ル

（
印
西
市
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
コ
ン
サ

ー
ト
係
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
1
1

3
1

◆
「
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
」
地
域
懇
談
会

　
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
設
立
準
備
会
で
は
、

市
内
に
障
が
い
児
が
放
課
後
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
造
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
設
立
準
備
会
の
活
動
や
市

内
の
多
く
の
市
民
の
意
見
を
聞
く
た

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
手
編
み
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

　
セ
ー
タ
ー
や
ベ
ス
ト
、
帽
子
な
ど

自
分
の
編
み
た
い
作
品
を
、
仲
間
と

楽
し
み
な
が
ら
作
り
ま
せ
ん
か
。

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

子

ど

も

桜  
お
料
理
ラ
ン
ド

　「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
」

を
作
ろ
う
。

日
時

　
3
月
2
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

3
時
30
分

対
象

　
小
学
生
以
上

　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
2
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
23
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

め
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
19
日
㈫
・
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー
、
21
日
㈭
・
桜
台
セ
ン

タ
ー
、
25
日
㈪
・
公
民
セ
ン
タ
ー
、

28
日
㈭
・
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
時

間
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
東
関
東
事
業
本
部
内
い
っ
ぽ
い
っ

ぽ
設
立
準
備
会
☎
0
4
3
（
3
0
8
）

0
6
2
0

◆
タ
ウ
ン
講
座
「
胸
や
け
・
つ
か
え

感
教
室
」

　
近
年
「
胸
や
け
」
を
主
症
状
と
す

る
逆
流
性
食
道
炎
の
急
激
な
増
加
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で

は
逆
流
性
食
道
炎
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ま
た
内
視
鏡

検
査
で
異
常
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
が

「
つ
か
え
感
」
を
有
す
る
食
道
ア
カ

ラ
シ
ア
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
3
時

社   「配食ボランティア」募集

　高齢者や障害のある人
などに安否確認を兼ねて
昼食用の弁当を届けるボ
ランティアを募集します。
　活動は2人1組で行いま
す。
対象　健康でボランティ
ア精神のあるおおむね65
歳までの人
活動日時　月から金曜日（祝日を除く）までのうち
1回程度　午前11時～午後1時ごろまで
報酬　活動1回につき、運転手800円、助手700円
■申・■問　電話で社会福祉協議会へ

30
分
　
場
所
　
日
本
医
科
大
学
千
葉

北
総
病
院
　
対
象
　
一
般
　
80
人

（
先
着
順
）　
講
師
　
日
本
医
科
大
学

千
葉
北
総
病
院
　
岩
切
勝
彦
消
化
器

内
科
部
長

問
　
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

☎
0
4
7
6
（
9
9
）
1
1
1
1

◆
白
井
平
和
委
員
会

①
D
V
D
吉
永
小
百
合
原
爆
詩
の
朗

読
「
祈
る
よ
う
に
語
り
続
け
た
い
」

　
広
島
編
と
長
崎
編
を
視
聴
し
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　

②
D
V
D
「
昭
和
と
戦
争
」
視
聴
&

懇
談
会

　  「
第
4
回
立
ち
上
が
れ
少
国
民
」

を
視
聴
し
た
後
、懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
2
時

30
分

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー

問
　
白
井
平
和
委
員
会
　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
年
後
見
な
し
坊
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
「
成
年
後
見
連
続

講
座
」

　
成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
や
障
が

い
な
ど
に
よ
り
判
断
力
が
不
十
分
に

な
っ
た
人
に
代
わ
り
、
介
護
や
医
療

に
関
わ
る
契
約
や
財
産
管
理
を
行
う

制
度
で
す
。

　
講
座
で
は
、
一
般
財
団
法
人
民
事

法
務
協
会
な
ど
に
よ
る
制
度
の
解
説

や
実
際
に
活
動
し
て
い
る
団
体
の
事

例
発
表
な
ど
を
行
い
、
参
加
者
が
制

度
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
で
、
市

民
が
身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
後

見
活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
2
月
24
日
・
3
月
10
日
、
24

日
・
4
月
14
日
、
28
日
（
各
日
曜
日
・

全
5
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　

対
象
　
原
則
5
回
受
講
で
き
る
人
　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
2
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
横
山
☎
・

（
4
9

1
）
2
7
8
8
へ

駅  

将
棋
大
会

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
　
3
月
2
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）　

申
　
2
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

市  
市
民
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
市
民
講
座

　「
家
庭
菜
園
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
〜
菜
園
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
か
ら
教

え
ま
す
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か

ら
家
庭
菜
園
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

や
家
庭
菜
園
が
う
ま
く
い
か
な
い
と

い
う
人
を
対
象
に
菜
園
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど

の
野
菜
を
農
薬
を
使
用
せ
ず
、
堆
肥

や
魚
粉
、
油
粕
な
ど
の
有
機
質
肥
料

を
使
っ
て
栽
培
す
る
方
法
や
種
の
選

◆
白
井
市
商
工
会
「
プ
ロ
が
教
え
る

整
理
・
整
頓
・
掃
除
の
5
秒
テ
ク
ニ
ッ

ク
〜
お
片
づ
け
の
3
つ
の
効
用
〜
」

　
市
商
工
会
で
は
、
住
環
境
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

が
乱
雑
な
オ
フ
ィ
ス
の
複
数
の
問
題

点
や
片
づ
け
の
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に

し
、
具
体
的
で
毎
日
短
時
間
で
で
き

る
取
り
組
み
な
ど
を
講
義
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈬
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
講
師

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｗ
―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

響
城
れ
い
代
表
　

問
　
白
井
市
商
工
会
☎
（
4
9
2
）

0
7
2
1

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
春
の
便
り
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
る
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
朗

読
会
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
1
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会

  「
里
山
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物

の
撤
去
」

　
印
西
市
武
西
地
区
の
里
山
に
不
法

に
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
撤
去
・
清

掃
作
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
3
日
㈰
（
悪
天
候
の
場

合
は
、
10
日
㈰
に
延
期
）　
午
後
1

時
〜
4
時

　
場
所

　
印
西
市
武
西
地

区
（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）　
対
象
　
市
民
活
動
団
体
、
一

般
　
持
ち
物
　
手
袋
、
マ
ス
ク

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ

ぱ
と
森
の
会
　
堺
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
0
6
8
1

消防署からのお知らせ
火災などの発生件数（1月31日現在）

火　災 救　急 救　助

1
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

1
件

▲4
件

191
件

191
件

▲2
件

2
件

2
件

1
件

※▲はマイナスを示します。

日
時

　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

　
午

後
1
時
〜
4
時
　
場
所
　
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
活
動
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
山
中
☎
0
9
0
（
5
7
5
6
）

7
4
3
6

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
会
員
募
集

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
美
し
い

音
色
を
奏
で
る
大
正
琴
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1
時
〜

3
時

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー

※
2
月
24
日
㈰
に
開
催
す
る
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で
演
奏
を
発

表
し
、
3
月
に
無
料
体
験
会
を
行
い

ま
す
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
親
子
ビ
ク
ス
会
員
募
集

　
子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り

な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
場
所
　
桜
台
セ
ン
タ
ー

対
象
　
1
歳
6
カ
月
か
ら
就
園
前
ま

で
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
持
ち
物
　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問
　
佐
々
木
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

8
7
4
0
（
午
後
5
時
以
降
）

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

び
方
、
土
作
り
、
堆
肥
作
り
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
3
月
10
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
E
M
白
井
野
菜
の
会
菜
園
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

　
高
田
健
次
さ
ん

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
3
月
2
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
を
支
援
す

る
た
め
の
基
本
的
な
知
識
や
、
認
知

症
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
3
月
12
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
3
月
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

2013.2.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2013.2.15 6み ん な の ひ ろ ば

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

朝
寒
や
鐘
の
音
か
す
か
夢
う
つ
つ

磯
宿
の
波
の
穂
荒
し
野
水
仙

梅
蕾
み
雪
を
頭
に
春
を
よ
ぶ

熟
れ
ミ
カ
ン
メ
ジ
ロ
た
ち
へ
の
お
年
玉

老
い
が
行
く
ハ
の
字
ハ
の
字
が
雪
の
上

大
白
鳥
群
る
る
水
輪
に
光
揺
れ

勝
つ
ま
で
は
成
人
式
も
な
き
青
春

寒
鴉
何
に
を
追
う
の
か
溝
跳
ね
る

寒
椿
莟
固
き
が
紅
ふ
ふ
む

こ
の
里
に
よ
く
ま
あ
来
た
ね
大
白
鳥

芝
浜
を
一
人
占
め
す
る
大
晦
日

し
ん
し
ん
と
し
た
日
の
墓
の
初
参
り

神
木
の
梢
を
照
ら
す
大
焚
火

千
年
を
黙
す
大
杉
淑
気
満
つ

年
新
た
母
の
伝
へ
し
ま
ま
を
継
ぐ

初
茜
神か

み
さ寂
び
ま
さ
る
霊
気
か
な

羽
づ
く
ろ
う
白
鳥
一
家
湖
眩
し

初
春
や
谷
中
へ
び
道
寺
の
町

初
詣
い
つ
も
の
所
遠
回

初
雪
や
い
ろ
と
り
ど
り
の
冬
牡
丹

ひ
た
む
き
に
生
き
る
漢
の
寒
稽
古

一
人
居
や
羹
啜
り
春
を
待
つ

み
そ
か
そ
ば
食
べ
り
ゃ
す
ぐ
来
る
初
日
の
出

酔
い
覚
め
や
星
屑
キ
ラ
ラ
冴
え
返
る

わ
が
ま
ち
の
ひ
な
び
し
七
福
神
詣

い
つ
の
日
か
亡つ

ま夫
買
ひ
く
れ
し
モ
ン
ブ
ラ
ン

　
久
び
さ
執
る
も
イ
ン
ク
凝
り
ゐ

乾
き
た
る
空
気
の
狭
間
を
舞
う
風
は

　
冷
た
く
ほ
ほ
を
さ
す
よ
う
に
吹
く

機
関
銃
を
装
備
の
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
国
守も

る
機
な
れ
ば
雄
雄
し
き
と
見
つ

霜
柱
を
ふ
み
ゆ
く
ほ
ど
に
心
晴
れ

　
冷
気
ま
と
ひ
て
初
日
お
ろ
が
む

長
き
こ
と
野
に
さ
ら
さ
れ
し
歓
喜
仏
は

　
成
り
し
覆お

お
い
や屋
の
内
に
抱
き
合
う

初
詣
鎮
守
の
森
の
華
や
か
り

　
た
ま
さ
か
に
世
は
文
化
の
御
国

春
と
お
く
春
を
待
ち
侘
ぶ
ひ
と
り
身
に

　
吾あ

こ子
よ
り
届
く
室む

ろ
ざ
き咲
の
は
な

冬
の
日
に
木
末
凝
り
な
ば
桜
木
の

　
春は

る
め
く

芽
来
な
ら
む
風
の
色
は
も

夫
婦
草
生
け
る
証
し
の
大
晦
日

　
し
み
じ
み
妻
の
爪
を
切
り
居
る

我
が
庭
に
二
羽
の
鶯
遊
び
き
ぬ

　
白
井
は
里
山
桃
源
郷
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

清
水
口

　
　
池
川

　
悟

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

池
の
上

　
　
横
山
久
雅
子

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

冨
士

　
　
　
福
加
博
之

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

清
水
口
　
　
松
村
純
子

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

清
水
口
　
　
大
西
幸
江

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

根
　
　
　
　
印
南
満
子

富
塚

　
　
　
大
出
葉
子

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　2月3日に冨士地区の八幡神社
で「栄区節分豆まき大会」が行
われました。
　豆まきの由来は、災害や病気・
災いを鬼に見立てて豆をまいて
追い払い、地域の安全、安心を
祈願する行事で、冨士栄区では
地域住民の交流事業の一つとし
て行われています。今年の干支
は「巳」で、巳年生まれの年男年女が裃

かみしも

姿になりやぐらの上から福
豆や菓子などをまき、集まった人たちは「こっちにまいて」と盛ん
に呼び掛けながら福豆などを拾い、今年一年の無病息災を願ってい
ました。
　また、会場では「獅子舞」も披露され、獅子にかんでもらうと縁
起が良いとの言われにあやかり、子どもたちはうれしそうに獅子に
頭を向け、幸運が訪れることを願っていました。

無病息災を願って

福豆などを拾う皆さん

　1月15日に法目地区の八幡神
社で「御歩射（おびしゃ）」が
行われました。
　「おびしゃ」は古くからこの
地区に伝わる農村行事です。ま
ずガマズミの木にアサで作った
縄を弦にして弓を作り、矢はシ
ノダケを使います。次に半紙で
的を作り、的の中には「鬼」の

字を書きます。そして宮司（神主）が最初に弓を引き、的を目がけ
て矢を放ちます。続いて氏子たちが矢を放ちますが、矢は1人3本放ち、
その的中率でその年の農耕の作柄を占います。
　「おびしゃ」の行事で実際に弓矢を作って射るところは少なくなっ
ていますが、ここ法目地区では現在も地区の人たちが材料を調達し
て弓矢を作っており、その歴史は約300年以上も続いているので、こ
の貴重な行事をいつまでも後世に残してほしいものです。

五穀豊穣
じょう

を願って

的を目がけて矢を放つ氏子の皆さん 境
団
体
に
よ
る
講
演
、
写
真
展
示

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
特
に
モ
ス

ク
ワ
音
楽
院
・
同
大
学
院
を
卒
業

し
、
国
内
外
で
幅
広
く
活
躍
し
て

い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
田
中
正
也
さ

ん
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
共
演
し
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
2
番
」
や
田
中
さ

ん
の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ピ
ア
ノ
ソ
ロ

は
圧
巻
で
し
た
。
来
場
者
か
ら
も

「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
次
も
ま
た

来
ま
す
。 

」
と
の
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
S
I
N
C
S
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
ご
と
に
活
動
経
費
を
除

い
た
収
益
金
を
白
井
市
や
日
本
赤

十
字
社
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
義
援
金
、
市
内
の
環
境
保
護
団

自
然
環
境
の
保
護
と

芸
術
文
化
の
発
展
の

た
め
に

　  「
S
I
N
C
S

　
白
井
自
然
と

芸
術
文
化
の
会
」
は
、
人
間
ら
し

く
生
活
で
き
る
「
美
し
く
豊
か
な

自
然
環
境
」
と
「
素
晴
ら
し
く
花

開
す
る
芸
術
文
化
」
が
市
内
に
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
、
そ
の
保

護
と
発
展
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し

て
発
足
し
た
団
体
で
す
。
異
な
る

ジ
ャ
ン
ル
の
者
同
士
が
相
互
に
理

解
し
、
良
い
刺
激
を
与
え
な
が
ら

年
に
2
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
春
季
に
は
プ
ロ
演
奏
家
、

12
月
に
は
地
元
出
演
者
に
ゲ
ス
ト

を
加
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
15
日
に
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
ク
リ
ス
マ

ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー

ト
2
0
1
2
」
で
は
バ
レ
エ
や
少

年
少
女
の
合
唱
、
独
り
芝
居
や
環

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ス
ト
を
招
き
な
が

ら
、
来
場
者
に
は
毎
回
新
た
な
感

動
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
来
場
こ
そ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
そ
の
も
の
、
白
井
の
自
然

と
芸
術
文
化
を
後
押
し
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
気
軽

に
S
I
N
C
S
の
イ
ベ
ン
ト
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
清
水
口
調
整
池
に
白
鳥
が
飛
来

し
て
い
る
期
間
、
古
米
や
雑
穀
、

パ
ン
な
ど
の
白
鳥
の
餌
を
毎
年
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務

局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

　
事
務
局

　
平
田
☎
0
8

0
（
4
7
2
7
）
8
7
1
8
・

s
in
c
s
_
s
in
c
s@
y
a
h
o
o
.

co.jp

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

体
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。
か
ね
て

か
ら
S
I
N
C
S
が
要
望
し
て
い

た
「
芸
術
文
化
に
特
化
し
た
寄
付

金
の
受
け
皿
の
設
置
」
が
「
白
井

市
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
条
例
」（
目

的
別
寄
付
）
と
し
て
制
定
さ
れ
、

条
例
施
行
後
の
一
番
最
初
の
寄
付

金
を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
回
を
重
ね
る
た
び
に
、

　
Sシ

ン

ク

ス

I
N
C
S 

白
井
自
然
と
芸
術
文
化
の
会

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
③

田中正也さんとＣＮＴフィルの演奏

白井少年少女合唱団の皆さん


